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加
藤
仲
勝
氏
よ
り
、
日
本
で
で
た
全
漢
文
の
精
神
病
学
書
が
京

都
府
立
医
科
大
学
に
あ
る
と
き
き
、
そ
の
写
し
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
古
書
展
で
遅
々
久
齋
「
精
神
病
学
綱
要
』
の
現
物
を
入
手

し
た
。
こ
れ
は
金
子
進
二
『
日
本
精
神
病
学
書
史
』
に
も
の
っ
て

い
な
い
。
島
邨
俊
一
が
京
都
療
病
院
の
精
神
病
舎
で
お
お
き
な
実

績
を
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
高
松
に
た
す
け
ら
れ
た
か
ら
と
推
定
で

き
て
い
た
（
岡
田
「
島
邨
俊
一
小
伝
」
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
三
八

巻
、
一
九
九
二
年
）
。
こ
の
高
松
の
伝
記
は
藤
田
俊
夫
氏
に
よ
り
ま
と

め
ら
れ
て
、
そ
の
全
生
涯
を
み
わ
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
「
明
治

の
精
神
科
医
高
松
鐸
」
、
医
證
、
復
刊
第
七
二
号
、
一
九
九
七
年
）
。

つ
れ

高
松
鐸
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
年
）
八
月
一
五
日
に
綾
部
藩
士

も
も
き

百
木
信
清
の
末
子
に
う
ま
れ
、
高
松
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
嘉
永

二
年
（
一
八
四
九
年
）
三
月
か
ら
四
年
あ
ま
り
江
戸
の
伊
東
玄
朴
に
、

安
政
一
年
二
八
五
四
年
）
三
月
か
ら
何
年
か
適
塾
に
ま
な
ん
だ
。

ワ7
日0

日
本
で
最
初
の
精
神
病
専
門
医
高
松
鐸
と

全
漢
文
の
そ
の
著
書
「
精
神
病
学
綱
要
』

岡
田
靖
雄

安
政
四
年
綾
部
に
か
え
っ
て
藩
主
九
鬼
氏
の
侍
医
と
な
っ
た
。
京

都
顧
狂
院
開
院
の
翌
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
九
月
に
京
都
顧
狂

院
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
八
二
年
一
○
月
に
京
都
願
狂
院
が

廃
止
さ
れ
る
と
、
そ
の
設
備
を
ひ
き
つ
い
だ
私
立
京
都
願
狂
院
（
現

在
の
川
越
病
院
に
つ
な
が
る
）
の
医
員
と
な
っ
た
。
一
八
八
六
年
一

二
月
は
そ
の
院
長
と
な
り
、
一
八
九
四
年
一
月
に
い
た
る
。
そ
の

間
に
高
松
は
、
一
八
八
七
年
六
月
に
有
志
の
寄
付
を
よ
び
か
け
る

「
精
神
病
室
新
築
趣
意
」
を
か
き
、
ま
た
同
一
八
八
七
年
（
推
定
）

に
「
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ャ
州
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ア
府
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ヤ
願
狂
院
長
閣
下
二
送
ル
答
弁
書
」
を
か
い
て
い
る
。

京
都
療
病
院
精
神
病
舎
に
患
者
を
収
容
し
は
じ
め
た
一
八
九
八

年
一
月
に
は
、
高
松
は
療
病
院
二
等
医
に
な
っ
て
神
経
及
精
神
科

の
医
務
室
に
つ
と
め
、
一
九
○
五
年
に
い
た
っ
た
（
六
九
歳
）
。
こ

の
神
経
及
精
神
科
の
比
較
的
開
放
的
な
患
者
処
遇
は
、
か
れ
あ
っ

て
可
能
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
九
一
四
年
二
月
一
○
日
死
去
、

七
七
歳
。
中
休
み
期
間
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
三
○
年
近
く
を
精

神
病
医
と
し
て
は
た
ら
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
に
も
、
七
山
、
鵜
森
、
武
田
、
小
松
川
な
ど
艤
狂
専
門
の

治
療
所
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
京
都
艤
狂
院
に
つ
と
め
た
医
師
は
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ほ
か
に
も
い
た
が
、
そ
の
な
か
に
ず
っ
と
精
神
病
を
専
門
に
医
業

を
つ
づ
け
た
人
は
ほ
か
に
い
な
い
。
専
門
の
教
育
を
ド
イ
ツ
で
う

け
た
榊
俶
が
帰
国
し
て
活
動
を
は
じ
め
た
の
は
一
八
八
六
年
末

で
あ
る
。
こ
う
み
る
と
、
高
松
は
西
説
の
精
神
病
学
に
よ
る
最
初

の
専
門
家
だ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

遅
々
久
齋
と
は
か
れ
の
号
で
、
幼
時
背
が
ち
い
さ
く
短
気
で

ち
さ
い
や
つ

小
奴
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
小
は
遅
齋
に
通
じ
、
ま
た

乳
く
さ
い
の
意
を
こ
め
て
遅
々
久
齋
と
称
し
た
と
い
う
。

「
精
神
病
学
綱
要
』
は
、
か
れ
が
引
退
し
て
か
ら
の
一
九
二
年

（
明
治
四
四
年
）
五
月
一
日
出
版
の
非
売
品
。
菊
判
で
目
次
と
も
本

文
は
一
九
○
ペ
ー
ジ
。
全
漢
文
だ
が
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
が
つ

い
て
い
る
。
一
冊
だ
が
、
上
、
下
に
わ
か
れ
て
い
て
、
上
巻
が
各

い
て
い
る
。
一
冊
だ
が
、
上
、

論
。
そ
こ
で
の
疾
患
分
類
は
、

里
狂
、
顛
痛
狂
、
中
毒
性
精
神
病
）

機
質
性
精
神
病
（
急
性
謹
妄
、
麻
痒
狂
、
急
性
奔
躍
麻
痙
、
脳
徽
毒
）

と
な
っ
て
い
る
。
中
毒
性
精
神
病
に
は
糖
尿
病
が
は
い
っ
て
い
る
。

機
能
性
精
神
病
（
篭
憂
狂
、
躁
狂
、
妄
覚
狂
、
緊
張
狂
、
定
期
狂
及

回
帰
狂
、
偏
執
狂
、
遅
鈍
狂
、
続
発
性
精
神
衰
弱
）

体
質
機
能
性
神
経
性
精
神
病
（
神
経
衰
弱
、
依
剥
昆
姪
児
、
喜
私
的

白
癬
は
本
文
中
に
で
て
く
る
。
下
巻
は
総
論
で
、
機
質
編
〔
脳
論
〕
、

機
能
性
精
神
病
編
〔
精
神
症
状
論
〕
、
体
質
性
精
神
病
編
〔
身
体
症

状
論
〕
、
精
神
病
原
因
編
、
精
神
病
経
過
編
、
薬
剤
療
法
編
か
ら
な

プ
（
》
Ｏ

疾
患
分
類
は
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
前
の
も
の
で
、
比
較
す
る
と
上

巻
は
『
呉
氏
精
神
病
学
集
要
』
下
巻
（
一
八
九
五
年
）
に
よ
っ
て
い

る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
薬
剤
療
法
編
は
か
れ
の
経
験
に
よ
る
よ

う
で
、
か
な
り
く
わ
し
い
。
高
松
は
、
精
神
病
医
と
し
て
い
き
て

き
た
あ
か
し
と
し
て
、
こ
の
本
を
か
い
た
の
だ
ろ
う
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）


